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今月の内容
■令和6年度重点項目

■令和 6年度予算

■社協のつどいを開催しました

■コミュニティソーシャルワーカー (CSW) の紹介

■地域活動紹介

■ご寄附をありがとうございます
「天国へ続く道（沖縄　竹富島　西桟橋）」　写真…千葉 光雄
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令和 6 年度 重 点 項 目
豊島区民社会福祉協議会は、昨年度に創立 70周年を迎えました。また豊島区の「地域保健福祉
計画」の改定と「地域福祉活動計画」の改定があり、「誰一人取り残さない」「誰もが主役になれる」
地域共生社会づくりを推進できるよう、職員一丸となって取り組んでまいります。

1．単身高齢者の終活促進と新たな支援サービス
「終活サポート事業」の推進に加え、新たに「備えてあんしん支援事業」を開始し、日頃の見守
りやもしもの時に必要な支援サービスを実施します。これにより、お一人であっても安心して歳を
重ねることができる地域の実現を目指していきます。

2．成年後見制度利用促進を含む権利擁護支援の充実
「サポートとしま」では、豊島区における成年後見制度推進機関（中核機関）として、任意後見
制度や法定後見制度、地域福祉権利擁護事業などの普及啓発を推進するとともに、地域住民が地域
住民を支えるという観点から、「地域共生社会の実現」のための担い手として期待されている「区
民後見人」の育成及び活躍支援を推進します。

3．地域共生社会の実現に向けた連携・協働
コミュニティソーシャルワーク事業（CSW）、自立相談支援事業、生活支援体制整備事業、ボラ
ンティアセンターが一体となって、住民や地域団体、関係機関との連携・協働しながら取り組むこ
とで、地域共生社会の実現を目指します。

4．災害に備えたつながりづくり
災害発生時に災害ボランティアセンターに寄せられる様々なニーズに対応するため、70周年を
機に締結した四社協での災害協定や東京青年会議所との災害協定などをはじめ、区内外の団体・企
業との平時の連携・交流に更に取り組みます。

５．安定した法人経営に向けた基盤整備
70 周年記念式典や区民ミーティング等を通じて社協の認知度を高め、会員確保の機会や寄附の
勧奨を図りました。法人経営の安定化に向けて、引き続き会員確保や寄附の勧奨を図るとともに、
様々な視点から新規事業の開拓を進めることにより、自主財源の拡大を目指します。

語

句

の

説

明

＊�終活：身の回りの整理や遺言・相続、葬儀のことなど、
いずれやってくる“その時”に備える準備活動です

＊�成年後見制度：知的障害・精神障害・認知症などによっ
てひとりで決めることが心配な人の思いを地域みんな
で分かち合い、いろいろな契約や手続をする際にお手
伝いする制度です

＊�地域福祉権利擁護事業：福祉サービスの利用手続きや
日常生活における金銭管理等でお困りの高齢者や障害
のある方などを対象に、利用者ご本人との契約に基づ
き必要な支援を行うサービスです

＊�地域共生社会：制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」
「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多
様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を
超えてつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生
きがい、地域をともに創っていく社会を指しています。

＊�コミュニティソーシャルワーク事業：コミュニティ
ソーシャルワーカーが、生活の中の不安なこと、地域
の中で心配なことなどをお聞きし、地域の皆さんや関
係機関と協力して、解決に向けたお手伝いをします
＊�自立相談支援事業：仕事や借金、家族関係などさまざ
まな事情でお困りの方の相談をお聞きし、専門の支援
員が寄り添いながら支援をします
＊�生活支援体制整備事業：誰もが年を重ねても元気で暮
らせるささえあいの地域をつくることを目的に、生活
支援コーディネーターが地域活動の支援をしています
＊�災害ボランティアセンター：災害時に、被災地の社会
福祉協議会が中心となり開設され、被災地でのボラン
ティア活動を円滑に進めるための拠点です。個人ボラ
ンティアの登録を受け付け、被災者の要望（ニーズ）
と個人ボランティアの調整（マッチング）を行い、両
者をつなぐ役割を果たします
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令和 6 年度 予 算
社会福祉法人　豊島区民社会福祉協議会

令和６年度 令和５年度 増　減

予算額 5億 2千 329万円 5億 2千 147万円 182万増

収入
5億2千147万円

収入
5億2千329万円

経常経費補助金収入
1億6千777万円
32.06％

繰越金
1千240万円
2.37％

その他の収入
657万円
1.26％

介護保険事業収入
766 万円
1.46％
事業収入
1千187 万円
2.27％

会費収入
377万円
0.72％

寄附金収入 
600万円
1.15％

受託金収入 
3億725 万円
58.72％

収入内訳  （科目別）

支出
5億2千329万円

法人運営事業
9千717万円
18.57％

公益事業
5千833万円
11.15％

ボランティア活動推進事業
1千209万円
2.31％

生活福祉資金貸付事業
2千923万円
5.59％

権利擁護支援事業 
6千614万円
12.64％

助成事業
1千991万円
3.80％

歳末たすけあい運動事業
127万円
0.24％

地域福祉事業 
2億3千915万円
45.70％

支出内訳  （事業区分別）
事務局機能
役員活動
感謝状贈呈
活動計画推進
広報
地域福祉推進基金
成年後見制度利用促進基金
終活支援事業推進基金

権利擁護相談
地域福祉権利擁護事業
法人後見・監督事業
成年後見制度利用促進

地域包括支援センター運営
ひとり暮らし高齢者アウトリーチ

生活福祉資金貸付
ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付
生活福祉資金特例貸付

親子ふれあい助成／リボンサービス
ハンディキャブ運行／困りごと援助サービス
ふくし健康まつり／コミュニティソーシャルワーク
生活困窮者自立支援／生活支援コーディネート
東日本大震災被災者支援
受験生チャレンジ支援
終活サポート／備えてあんしん支援　など

としまふくし  No.278としまふくし  No.278  ●3



社協のつどいを　開催しました社協のつどいを　開催しました

令和 6年 3月 9日、自由学園明日館において社協のつどいが開催され、111 名が参
加しました。
第一部は「区民ミーティング」の全体会として、社協が事務局となり区民の皆様と検討
を重ね策定した「豊島区民地域福祉活動計画（としまNICEプラン）」を発表し、参加者
同士の懇談の時間を設けました。

第二部では、女子ソフトボールの上野投手など、多くのアスリートを指導されているスポーツトレー
ナーより、タイプにあった「体の動かし方」についてご講演いただきました。自分に合った寝具の選
び方や体の使い方など、すぐに役に立つ内容で、地域で様々な活動に取り組んでいる参加者の皆様の
リフレッシュの機会となりました。
最後に、創形美術学校の学生さんにご協力いただき、豊島社協 70周年を記念して作成したロゴ
を発表し、閉会となりました。
ご来場いただいた皆様、本当にありがとうございました。

共催：株式会社自由学園サービス（自由学園明日館）
協賛：株式会社デサント／株式会社東武百貨店／株式会社久世／日本電気株式会社
協力：としまテレビ／創形美術学校／株式会社ホクトデザインルーム

３月９日　
自由学園明

日館
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社協のつどいを　開催しました社協のつどいを　開催しました

豊島区の区の鳥であるフクロウがハートを抱え
ている様子をロゴにしました。

豊島区民社会福祉協議会がまちや区民を第一
に考えて活動している様子を表現しています。現
在のとしま社協の顔であり今後様々な媒体で一
緒に掲載されることが予想される「ふくじい」と

「ふくみん」の服の色でもあり、新しくとしま社
協の顔の一員になるロゴとして違和感のない配色になっています。70 周年のロゴでは抱えている
ハートにリボンのラッピングをし、70 周年らしい特別感と華やかさを演出しました。

決定したロゴは、今後の豊島区民社協の広報活動などで使用して参ります。
豊島の学校に通う学生が考え、地域のみなさまから選ばれたロゴが、みなさんの思いをのせて、

末永く愛されていくことを願っています。

豊島区民社会福祉協議会　70周年記念制定ロゴ

この計画は、誰もが安心して暮らし続けら
れる福祉のまちをめざして、区民や町会、保健・
福祉の関係団体、その地域に住む人々が、地
域づくり、まちづくりを自分たちの問題とし
て捉え、地域の課題解決に取り組み、より良
い地域社会の構築に主体的に関わっていくた
めの、具体的な行動を示したものです。

身近な地域の中で、誰もが取り組める活動
のヒントが掲載されています。

地域活動をすすめる際、ぜひ活用してくだ
さい。

豊島区民地域福祉活動計画（としまNICEプラン）を発行しました

地域活動のヒントが掲載されています！

社協会員と社協のつどい来場者の投票により決定しました

豊島区民地域福祉活動計画
令和6年度～令和11年度（2024～2029）
区民

令和6（2024）年3月

としま
NICEプランNICE

優しさ
と強さが響きあう福祉のまち

冊子をご希望の方は、総務課までお問合せください。　　　総務課　TEL：03-3981-2930

こちらから
ご覧いただけます
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コミュニティソーシャルワーカー ( 以下、CSW) は、一人ひとりの生活や思いに寄り添い、
みなさんと一緒に地域の課題解決に取り組みながら、誰もが暮らしやすい地域をつくるために
日々、区内を奔走しています。

CSW 事業
（社協 HP）

人と人　　　　人と地域をつなぐ

コミュニティソーシャルワーカーコミュニティソーシャルワーカー（CSW）（CSW）の紹介の紹介

このまちでみんなといきてゆく
CSW活動紹介

CSW の役割や普段の活動の様
子を紹介しています。冊子をご覧
になりたい方は、お近くのＣＳＷま
で気軽にお声かけ下さい。

社会福祉協議会
のホームページか
らもご覧いただけ
ます。

CSW は区内 8 ヶ所の区民ひろばを拠点に活動しています！
日々、子どもやその保護者、高齢者などさまざまな世代が区民ひろば内で交流しています。

その中から、多種多様な地域の課題・ニーズを把握できる区民ひろばは、CSW の活動拠点と
なっています。

 受 付 日 　月曜日〜金曜日（祝日、年末年始をのぞく）
 電話受付 　午前 8時 30分〜午後 5時 15分　 窓口受付 　午前 9時〜午後 5時

CSW 活動紹介

お住まいの地域
に担当の CSW
がいます

３　地域支援活動
　誰もが安心して暮らしやすいまちを目指して、地域住民や町会・自治会、民生委員・児童委員、

関係機関、CSWなどが協力し、学びあい支えあいのサロン活動、学習支援、交流会など幅広い

活動に取り組んでいます。

このまちでこのまちで
みんなとみんなと
いきてゆくいきてゆく

学びあい支えあいの活動
学びあい支えあいの活動

大学との連携大学との連携

サロン立ち上げ・
サロン立ち上げ・運営支援運営支援

地域団体・地域団体・企業との協働企業との協働

学習支援学習支援

9

学びあい支えあいの活動地域住民や関係機関とともに取り組んでいる、地域支援活動の一部を紹介します。
　日中のつどいの場づくりや地域貢献、情報交換、介護予防などを目的に、区民ひろばや

福祉施設、個人宅の空きスペースなど、区内の様々な場所で活動しています。

つどいの場

10

CSW活動紹介

社会福祉法人

豊島区民社会福祉協議会

CSWについて
もっと知りたい方は
こちらもご覧下さい

新 版新 版
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「まなびすたーり」は、地域の子どもたちの生き
生きとした学びをサポートすることをめざして、
主に千早、千川、要、長崎地域で活動している団
体です。毎週水曜日、区民ひろば千早で学習支援
を行うほか、必要と思われる子については学校と
相談して授業のサポートを行ったり、地域で学校
や教育について一緒に考え話していく場づくりに
も取り組んでいます。

外国ルーツの子の支援をした際に、通える範囲に
日本語教室がなく、「それならば地域で始めてみよ
う」と民生児童委員が中心となり学習支援をスター
ト。１人、また１人と学校からの紹介や口コミで子
どもたちが増え、現在、外国ルーツの子を中心に７

「ｍ e：( エム・イー )」は、YELL for ALL が主催
する無料学習支援教室です。「ｍ e：( エム・イー )」
という名前には「ｍ e( ミー：私 )」、「芽 ( め )」の意
味、「：( コロン )」の後に、あなたらしさを付け加え
ていってほしい、という願いが込められています。
「学び」のきっかけになれば…と、活動は区内４

か所の区民集会室で実施され、子ども達の学びの
機会だけでなく、経験や体験の機会をつくり、子ど
もたちの居場所にもなれるよう活動しています。

また、子どもの学びを応援するだけではなく、母
親の学びも応援しています。子育てをしながらもお
母さん自身のキャリアや人生を大切にしてほしい、 

お母さんを大切
に す ること が

「こどもを大切
にすること」に
繋がると考え、
お母さんのキャ

リアとそのための
学習支援（資格取
得や高卒認定の学
習）にも取り組ん
でいます。

そのほか、主催
者は子ども自身の意見形成のサポートや、子ども
から意見を聞いて代弁する『意見表明支援員（子
どもアドボケイト）』を豊島区より委嘱され活動し
ており、学習会 me: の教室は「マチナカ子どもア
ドボカシー」の場にもなっています。
※ 「子どもアドボカシー」とは…子ども自身がなかなか大

人や社会に言いづらいことを子どもから聞き、ともに考

え、必要に応じて代弁する支援を行うこと

人の子どもたちが集まっています。宿題や学校の授業
の補習、日本語の勉強などにそれぞれ取り組み、その
あとは相談して決めたもので遊びます。母国語も異な
れば、学年も異なる子どもたちですが、この場が楽し
いと感じて通ってくれています。ボランティアスタッ
フは、民生児童委員の他、地域の有志や学生にも広
がってきました。元教員という方もいらして「わから
ないまま過ごす授業をサポートできたら」と学校と話
し合い、可能な範囲で授業の支援にも取り組んでいま
す。地域で身近に話したり相談できる大人がいるよう
な関係が広がることを願って活動しています。

無料学習会無料学習会「「ｍｍ
エ ム・イ ー

e：e：」」
「あなたらしく学ぶ」を応援します！

まなびすたーりまなびすたーり
地域の子どもたちがみんな生き生きと学べるように！

その日持ってきた宿題や用意した課題を個別に学習します。

地域の活動地域の活動
豊島区で行われている地域の活動を
ご紹介しています。

つながりの輪
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ご寄附をありがとうございます 2023年11月1日〜2024年3月31日

寄附金　合計額　3,278,898 円
ご寄附をいただいた皆様（敬称略）

東京よさこい大塚華麗
伴　真由美
株式会社　日本環境ビルテック
東京巣鴨ライオンズクラブ
NPO法人　池本ひろば
里中　郁男
宗教法人　真如苑　大塚支部
株木建設株式会社　東京親政会
東京土建一般労働組合　豊島支部
林　みき江
平井康仁・平井ふじよ
高南クラブ　
豊友会
公益社団法人　東京都豊島区歯科医師会
明治安田損害保険株式会社
重林寺・池袋本町中央町会
公益社団法人全日本不動産協会東京都本部
豊島・文京支部
青木　隆廣
そごう西武労働組合　池袋支部
ダイオーミウラ株式会社

物品による寄附
ご寄附をいただいた皆様（敬称略）

株式会社ピチカートデザイン
芥川製菓株式会社
株式会社千葉銀行

「社協のつどい」への協賛・寄附
ご寄附をいただいた皆様（敬称略）

株式会社デサント
株式会社東武百貨店
株式会社久世
日本電気株式会社

豊島区高齢者クラブ連合会
日蓮宗東京都北部社会教化事業協会　会長　神保泰晴
池袋本町末廣町会
㈱ハクビ　和紙ちぎり絵学院
匿名　13件

豊島区民社会福祉協議会�総務課
TEL：03-3981-2930

寄附に関する
問合せ

御篤志に心より感謝いたします

広報委員
松田　和江（長崎第二地区）

西森すみ子（巣鴨地区）

三輪　　綠（池袋東地区）

戸澤　佳子（池袋西地区）

瀧本麻起子（高田地区）

杉本みち子（長崎第一地区）

柳澤　敬子（長崎第二地区）

小林　聖子（社協）

発　　行
2024年6月
社会福祉法人
豊島区民社会福祉協議会
豊島区東池袋1-39-2
豊島区役所 東池袋分庁舎3,4階
☎03-3981-2930
デザイン・印刷：大盛印刷株式会社

　さわやかな新緑の季節があっという間に過ぎ、猛暑続きの夏を迎えました。�
　暑さによる熱中症リスクが高まり、こまかな注意が必要です。�
　一人くらしの高齢者が多い豊島区は熱中症予防の対策に早い時期から取
り組んでいます。�
　民生・児童委員も 75 歳以上の一人くらし高齢者を戸別訪問し、熱中症
予防を呼びかけています。�
　健康被害を防ぎ、この暑い夏をともに乗り越えたいものです。�
� （西森すみ子）
�

編 集 後 記

「芝生の小人たち」　豊島区南池袋公園
写真…千葉 光雄

「豊島福祉」に
広告掲載を希望する
個人・団体・企業を募集
しています
（広告掲載料は３万円〜）

詳しくは上記、
豊島区民社会福祉協議会へ
お問合せください


